














































































































































ＲＰⅠ（予定） ＲＰⅡ（予定なし） 気づき 筋電図
０ミリ秒－200－５５０－1000
350ミリ秒
『マインド・タイム』（岩波）p.160から作成
リベットの結論（１）
・ 自発的な行為を結果するプロセスは、行為
しようとする意識的な意思が表れるずっと前
に、脳によって無意識に起動される。
・ もし自由意思というものがあるとしても、自
由意思が自発的行為を起動しているのでは
ない。
リベットの結論（２）
・ 意識的な意思は、脳活動の開始より350ミリ秒
ほど遅れるが、少なくとも行為開始の150～200ミリ
秒前には現れる。このうちの最後の100ミリ秒の間
に、意思は行為を拒絶することができる。
・ 自由意思は、行為の結果や実際の遂行を制御す
ることができる。それは、行為を進行させたり、行為
が起こらないように拒否することができる。
リベットの精神場理論（CMF)
Conscious Mental Field
1.  CMFは、神経細胞の物理的活動と主観的
経験の創発との媒介作用をする。
２．CMFは、統一した主観的経験が宿る存在者
(entity)である。
３．CMFは、幾つかのニューロンの働きを変化
させたり、それに介入したりする因果的力
(causal abilities)を持つ。
リベットの実験の解釈（１）
エピフェノメナリズムの受容へ
１． 意識的意思に対応する神経相関物
(neuronal correlates)が存在しない。
存在するのは「気づき」だけ。
気づきの内容である意識的意思も、気づきと
は独立には存在しない。「こうしよう」という意
図すらも、そう＜感ずる＞ことに対応する神
経相関物が存在するだけの幻想である。
リベットの実験の解釈（２）
エピフェノメナリズムの受容へ
２． 意識的意思に対応する神経相関物
(neuronal correlates) は存在する。
その相関物は因果的に決定されている。
行為は、 「こうしよう」という意識的意思によっ
て引き起こされているように見えるが、それは
幻想であり、その神経相関物は、先行する脳
過程によって因果的に決定されている。
（因果的閉包性＋スーパーヴィーニエンス）
→ エピフェノメナリズム
リベットの実験の解釈(1~2)
気づき意思（気づきの内容）
行為気づきの神経相関物
（？）
（？）
（？）
SV
因果
因果的閉包性
結論に代えて（リベットの評価）
１． リベットの＜拒否の意思＞ですらも、因
果的閉包性とＳＶから逃れられない。それは、
やはり、エピフェノメナリズムである。
２． ＣＭＦの運命
ＣＭＦが物理的因果に還元できない力を心
に確保しようとする限り、因果的閉包性とＳＶ
の下では、望みなき企てである。
結論に代えて（なすべきこと）
１． 物理主義の下で＜自由＞の概念を新たに
造り直すこと、その上で、新たな責任と行
為主体の倫理学を作ること。
２． 人間のような有限な行為者はなぜ、＜他
のようにもなしえた＞という自由の概念、
つまり＜自由の幻想＞を持たねばならな
いのか。それを、脳神経学的に説明するこ
と。仮想的な＜自由の劇場＞。
おまけ(自由に基づかない責任)
１． 行為は自由でなくとも責任を問いうる。そ
の場合、脳の異常や障害による行為といわ
ゆる普通の行為は、連続的である。
心神喪失・心神耗弱 因果的責任
２． 責任を行為の合理性によって決定する
のは限界がある。 合理性は自然化でき
ないし、行為の合理性には程度がある
おまけ（何を倫理的責任とするか)
１． 因果的責任は、すべての行為に対して、
多かれ少なかれ問いうる。
法的責任は、因果的責任を基礎に・・・？
２． 何が倫理的に＜悪＞であり＜善＞であ
るかは、自然化できない。倫理は物理的世界
にSVしない。 どのような倫理・道徳も、
われわれは幻想の制度として選びうる。
